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大正７（1918）年頃の川口川閘門から川口川上流をみたところ 

です。手前の四隅を竹で張り拡げた方形の網は四
よつ

手
で

網
あみ

といい、水底に沈めて置き、時々引上げて中に入った魚を

捕りました。中央の三階建ては旅館「土浦館」で、戦時中は「土浦学寮」となり、東京からの集団疎開児童を受

け入れました。前方左手の八千代橋は、疎開児童が親と面会後別れる場となり、涙橋とも呼ばれたそうです。 

【情報ライブラリー検索キーワード「土浦港」と「川口川」】                                                                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２０１８年度秋季展示室だより－ 
 

 平成３０年１０月２日発行(通巻第４４号) 

当館では「霞ヶ浦に育まれた人々のくらし」を総合テーマに、春(５～６月)・夏(７～９月)・秋(10～12 月)・冬(１～３月)
と季節ごとに展示替えを行っております。本誌「霞（かすみ）」は、折々の資料の見どころを紹介するものです。展覧会や講
座のお知らせ、市史編さん事業や博物館内で活動をしている研究会・同好会などの情報もお伝えします。 
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古写真・絵葉書にみる土浦（44）  

古写真「川口川閘
こ う

門
もん

周辺」 

 

 

 

博物館からのお知らせ 

 ★★茂木雅博の館長講座★★ 会場：博物館視聴覚ホール 

10 月 28 日（日）・11 月 18 日（日）・12 月 16 日（日）午後２時～（1 時間 30 分程度） 

テーマ：「常陸の古代集落の調査」（11/18）・「常陸の貝塚の調査」（12/16）  

※10 月 28 日（日）は史跡めぐりです（詳細はお問い合わせください）。 

★★特別公開「土屋家の刀剣―国宝・重要文化財の公開―」★★ 

９月 20 日（木）～10 月８日（月）まで   土浦藩土屋家に伝わった刀剣の名品を紹介します。 

★★テーマ展「井戸のある暮らし―人々の生活をうるおす」★★ 10 月 16 日（火）～12 月２日（日）

〇展示解説会 10 月 27 日（土）・11 月 11 日（日）午後２時～３時 

〇記念講演会「沼尻墨僊『鑿
さく

井
せい

図
ず

』と江戸の掘
ほり

抜
ぬき

井戸」11 月 24 日（土）午後１時 30 分～３時 

講師：能城秀喜さん（袖ケ浦市平岡公民館）会場：視聴覚ホール 定員：70 名（整理券配布は当日午前９時～） 

〇土浦城ウォッチング ―水戸街道と善応寺の照井― 

10 月 27 日（土）午前９時～12 時 小雨決行 定員：25 名（10 月 10 日から受付開始 先着順） 

〇「お茶を一服いかがですか―水に想いをよせて」 11 月３日（土）午後０時 30 分～３時 

 定員：100 名（先着順） 茶券：200 円（10 月 16 日から博物館受付で販売）                                          

★無料開館★ 11 月３日（土）文化の日、11 月 13 日（火）県民の日 

★今年度の秋季展示は 10 月２日（火）～12 月 27 日（木）です。 

※季節展示の最終週には、一部資料の入れ替えがあります。 

 

 

               

※お知らせ欄の行事・日程は、一部変更となる場合があります。 

博物館マスコット 

亀城かめくん 
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11／17（土）11 時・14 時

からこのページで紹介し

た資料の展示解説会を開

催いたします。 

下記の資料もあわせてご覧ください。（いずれも古代コーナーに展示） 

●二彩陶器（当館所蔵） 

●緑釉陶器（当館所蔵） 

●土師器と須恵器（当館所蔵） 

  

 

 

 

 

 
 

古代の人々が使用した器
うつわ

は褐色の土
は

師
じ

器
き

や灰色の須
す

恵
え

器
き

が一般的です。いずれも素焼きの土器で日常雑器

といえるものです。これらの土器に対して、わずかですが市内の田
た

村
むら

沖
おき

宿
じゅく

遺跡群（おおつ野）では複数の釉
ゆう

薬
やく

をかけた施
せ

釉
ゆう

陶器が出土しています。その中のひとつに三彩陶器があります。 

三彩陶器は緑
りょく

釉
ゆう

と白
はく

（透明）釉
ゆう

、そして褐
かつ

釉
ゆう

による三色が配された陶器です。国内で出土している三彩陶

器の大半は、奈良時代（８世紀）に国内で生産された奈良三彩と呼ばれるもので、わずかながら唐代の中国か

ら日本にもたらされた唐
とう

三
さん

彩
さい

があります。奈良三彩は唐三彩を模倣し、国内初の本格的な施釉陶器として誕生

したもので、複数の釉薬が織りなす配色の美は当時の人々を魅了しました。出土品の発見状況から平城京があ

った奈良盆地でつくられ、各地に流通したと考えられます。唐三彩を意識した陶器とはいえ、軟質なものが多

く在来の土器製作技術の伝統が活かされました。また、器種は唐三彩を写したものはなく、当時国内で用いら

れた金属製の仏教用具とのかかわりが強いとされます。天皇や貴族を中心に浸透していった仏教儀礼にふさわ

しい、日本的な高級陶器として生産された様子がうかがえます。 

さて、田村沖宿遺跡群で出土した三彩陶器ですが、いずれも奈良三彩で、石
いし

橋
ばし

北
きた

遺跡の掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

跡
あと

から

２点、金澤遺跡の竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

跡
あと

から１点出土しています。いずれも小壺と呼ばれる器種で、ちょうど手のひら

にのる程度の大きさです。東国で出土している奈良三彩は、この小壺が一番多い器種といわれます。この小壺

は薬
やっ

壺
こ

とも呼ばれ、仏像の薬
やく

師
し

如
にょ

来
らい

が手のひらにのせる薬の入った小さい壺でもあり、仏教とのかかわりの強

さがわかります。石橋北遺跡出土品は、破片ながら釉薬が良好に残り、濃い緑地に赤褐色釉が点々と施され、

小壺の施釉方法の原則を知ることができます。また、金澤遺跡出土品は釉薬が剥
は

がれ落ちていますが、釉薬の

発色を考慮した白色を基調とする素
そ

地
じ

で、胴が張る小壺独特の器形が理解できます。茨城県内では三彩陶器の

出土はわずかで、破片であってもその存在は重要な意味を持っています。            （関口満） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８年度 秋季の展示資料解説① 古代 

 

   

 

 

―三
さん

彩
さい

陶
とう

器
き

の小
こ

壺
つぼ

― 

手のひらにのる 彩
いろどり

 
 

三彩陶器の小壺（上：石橋北遺跡 下：金澤遺跡） 

（参考）三彩陶器の小壺 

（財）千葉県文化財センター『八千代市権現後遺跡・ 

北海道遺跡・井戸向遺跡』1994 を改変して転載。 

 

褐釉 

 

緑釉 

 

白（透明）釉 

 

０ ５㎝ 
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下記の資料もあわせてご覧ください。（いずれも近世コーナーに展示） 

●大輿地球儀（複製 当館所蔵） 

●渾天儀（個人所蔵 市指定文化財） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

寛政頃（1789～1800）のことです。参拝客でにぎわう浅草の浅
せん

草
そう

寺
じ

本堂に一枚の算額が掲げられようとして

いました。町
まち

娘
むすめ

のあきは、書かれた問題と解答を見て首をかしげ、「まちがっているようなんだけど」とつぶ

やいてしまいました。算額を奉納しようとした武士の子、三
さん

之
の

助
すけ

は、間違いを言えと大勢の見物客の前であき

に迫りました。あきが自分の答えを話すと、三之助は間違いに気づき、供
とも

の者
もの

に算額を掲げるなと言い残して

人混みにまぎれて去っていきました。歴史小説『算
さん

法
ぽう

少
しょう

女
じょ

』（遠藤寛子著 筑摩書房）はこんな小
こ

気
き

味
み

のよい

場面から始まります。 

 算額とは和
わ

算
さん

の絵
え

馬
ま

で、額に問題と解答を書いて寺社に奉納します。あきは「算法の勉強をしている人が、

観音さまのおかげで、こんなむずかしい問題がつくれるようになりましたって、お礼の意味で、じぶんのかん

がえた問題を、観音さまにみていただくのよ」と説明しています。参拝客の目に触れれば、和算の名人として

名が知れわたります。 

 土浦でも天保 15（1844）年８月、中
なか

城
じょう

町
まち

の不
ふ

動
どう

院
いん

（土浦市中央一丁目）に算額が奉納されました。不動院

の本尊は船
ふな

玉
だま

不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

で、水運が栄えた土浦で信仰を集め、毎月 28日の縁日には市がたつにぎわいでした。 

 長年掲げられていたため、表面の文字は現在ほとんど見えませんが、幾
き

何
か

の問題６問、答えと解
と

き方
かた

が記さ

れています。いずれも、図形がたがいに接している場合の直径や面積を求めさせる問題で、複雑な計算が必要

です。 

奉納したのは、矢
や

作
はぎ

村
むら

（土浦市）の矢
や

口
ぐち

善
ぜん

左
ざ

衛
え

門
もん

琴
こと

重
しげ

（1794〜1854）の弟子６

名で、宍
しし

塚
つか

・永
なが

井
い

・常
ひた

名
な

（土浦市）、古
ふる

来
く

・

上
うえ

の室
むろ

・松
まつ

塚
づか

（つくば市）の住人でした。

琴重の和算の師匠は、水
すい

原
ばら

（新潟県阿賀

野市）出身の山
やま

口
ぐち

和
かず

（？～1850）です。

和は文化 14（1817）年から文政 11（1828）

年まで関東や東北を旅しながら和算を

教えました（『茨城の算額』松崎利雄著 

筑波書林）。 

琴重らは算額の清書を書の名手であ

る沼
ぬま

尻
じり

墨
ぼく

僊
せん

（1775〜1856）に依頼しまし

た。墨僊の塾「天
てん

章
しょう

堂
どう

」は不動院の近く

です。参拝客にまじって、塾生らも算額

を見上げたことでしょう。         

（木塚久仁子） 

 

 

 

２０１８年度 秋季の展示資料解説② 近世 

 
   

 

 

12／１（土）11 時・14 時 

からこのページで紹介し

た資料の展示解説会を開

催いたします。 

算
さん

額
がく

 

―寺社こそ最高の見せ場― 

「算額」問題のイラスト 

（当館寄託 現物は瀧泉寺所蔵 市指定文化財） 
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№ 種別 記載銘 贈り主 備考

4 刀 備前守家御刀 徳川綱吉
土屋家和田倉門邸に綱吉御成り
の際政直拝領

11 刀 左弘行無銘摺上 徳川綱吉
家綱十七回忌法事奉行につき政
直拝領

63 刀 延寿御刀 徳川家宣
綱吉三回忌法事総奉行につき政
直拝領

6 刀 来國光御刀無銘 徳川家宣
朝鮮来聘使諸事総管につき政直
拝領

刀 則重無銘摺上 徳川綱吉
土屋家和田倉門邸に綱吉御成り
の際政直三男定直拝領

59 太刀 大原真守銘有 ― 江戸表よりご持参

番号は土屋家刀剣一覧の資料番号。

「土浦藩士書留」に記されている刀剣一覧

 

 

 

 

 

 
 

博物館では、江戸時代の土浦を長きにわたり治めた大名土屋家の資料を展示しています。中でも特徴的な資

料として、84口
ふり

の刀剣があります。これらは、土屋家の当主が独自に収集したものばかりではありません。そ

の多くが将軍や各地の大名から贈られたものです。今回はそのことがわかる史料を紹介します。 

写真は「土浦藩士書留」と呼ばれる史料です。ここには虫干しに関する留め書きもあり、刀剣のほか、茶道

具、絵画、書、歴代藩主の遺品、領
りょう

地
ち

目
もく

録
ろく

などが記載されています。これらは東
ひがし

櫓
やぐら

に納められていました。

領地目録は、土屋家が治めることを許された領地が書かれ、大名にとっては最も大切な文書です。東櫓には土

屋家にとって特に貴重なものが収められていたと考えられます。 

さて、この史料に掲載されたもののうち、今回は刀剣の記述に焦点を当てます。「土浦藩士書留」には刀剣

が６口記載されています。このうち５口が江戸幕府５代将軍徳川綱吉、６代将軍家
いえ

宣
のぶ

から拝
はい

領
りょう

したと記され

ています。これは、土浦藩を土屋家二代藩主政直が治めた時期と重なります。 

具体的に見て行きましょう。「来
らい

國
くに

光
みつ

御
お

刀
かたな

」（土屋家刀剣６に該当）の記述を見ると、「正
しょう

徳
とく

元
がん

卯
う

年
どし

十一月 廿
にじゅう

一日
いちにち

朝鮮人来
らい

朝
ちょう

御
ご

用
よう

被遊御勤
おつとめあそばされ

候
そうろう

節
せつ

相
さが

模
みの

守
かみ

様
さま

御
ご

拝
はい

領
りょう

」と添え書きがされています。正徳元（1711）年の「相

模守」とは政直のことです。つまり、政直が朝鮮通
つう

信
しん

使
し

来
らい

聘
へい

の際に尽力したことに対し、将軍家宣から褒
ほう

美
び

と

して刀が下
か

賜
し

されたことが記されています。 

刀と 拵
こしらえ

についても詳細に記述されていま

す。刀身は銘や折紙の有無、代金、寸法などの

情報、拵は柄や三
み

所
ところ

物
もの

（小
こ

柄
づか

・ 笄
こうがい

・目
め

貫
ぬき

）、

鐔
つば

、鞘
さや

などの材質やデザインの情報が記されて

います。将軍から拝領した大切な品であるから

こそ、紛失や取り違いを避けるため、一口一口

の細かな特徴を書き記したのでしょう。 

作者やその作成年代は、刀の作

風や銘
めい

文
ぶん

からわかることがあり

ます。しかし、刀そのものからわ

かる情報は限られています。その

ため、古文書などの史料にも目を

向けることにより、一口の刀に込

められた歴史的背景にも目を向

けることができるのです。 

（西口正隆） 

 

 

２０１８年度 秋季の展示資料解説③ 近世 

 

   

獅子舞 種浸し 

下記の資料もあわせてご覧ください。（展示室１、２に展示） 

●刀 無銘（来國光）  ９月 20 日（木）～10 月８日（月） 

●刀 「兼定」     10 月 11 日（木）～11 月 11 日（日） 

 

 

10／６（土）11 時・14 時

からこのページで紹介し

た資料の展示解説会を開

催いたします。 

将軍からの贈り物 

―「土
つち

浦
うら

藩
はん

士
し

書
かき

留
とめ

」と刀― 
 

「土浦藩士書留」のうち「来國光」の部分（当館所蔵）※傍線部は筆者 
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②絵葉書袋（表面）（当館所蔵） 

11／10（土）11 時・14 時 

からこのページで紹介し 

た資料の展示解説会を開 

催いたします。 

下記の資料もあわせてご覧ください。（いずれも近代コーナーに展示） 

●飛行練習生写真（当館所蔵） 

 

①絵葉書「短艇訓練」（当館所蔵） 

 

 

 

 

 

 
  

昭和 14（1939）年３月、横須賀海軍航空隊の「海軍飛行

予科練習部」が霞ヶ浦海軍航空隊の水上班（現在の阿見

町・陸上自衛隊武器学校）へと移り、翌年 11月、独立して誕

生したのが「土浦海軍航空隊」です。「予科練」と通称され、

14 歳半から 17 歳までの少年が全国から選抜され、搭乗員

としての基礎訓練がなされました。 

写真①は、予科練生の訓練風景の着色写真絵葉書です。

絵葉書と「海
うみ

鷲
わし

ノ揺
よ う

籃
らん

 土浦海軍航空隊 絵葉書集」と題さ

れた絵葉書袋（写真②）には「昭和十七年十月九日許可

済」とあり、土浦海軍航空隊設置の２年後に許可を得て制 

作されたものとわかります。絵葉書は、体操・平行棒・剣道・柔道・銃剣術・籠
ろ う

球
きゅう

（※バ

スケットボールのこと）・ラ式蹴
しゅう

球
きゅう

（※ラグビーのこと）・飛込・短
たん

艇
てい

訓練（出発）・帆走訓

練・飛
ひ

沫
まつ

ヲ揚ゲテ（適性飛行）・通信術の 12枚があり、生き生きと訓練に取り組む練習

生が被写体となっています。 

袋と絵葉書には書き込みがあります。袋の表には「予科練魂 一、絶対服従 一、

攻撃精神 一、犠牲的精神 一、頑張リノ精神」と「空ハ君等ヲ待ツ 来
きた

レ精神訓練道

場 高橋練習生へ」という為書が、裏には分隊長の訓話が記され、さらに絵葉書の宛

名面には、土空予科練魂と予科練節とが記されています。練習生への入隊記念品で

あったと思われます。 

絵葉書を戸
と

張
はり

礼
れい

記
き

さん（昭和19年６月甲種14期生〈２次〉入隊）に見ていただきまし

た。カッター（短艇）訓練が櫂
かい

から垂れてくる雫
しずく

が凍るほど寒いなか行われたこと、通

信の授業で「手首で打て！」と言われ緊張してうまく打てず殴られたことなど、写真は厳 

しい訓練を次々と想起させるものでした。しかし、絵葉書自体は「当時見たことはない。酒
しゅ

保
ほ

で手に入ったのかもしれ

ない」といいます。酒保は日用品やお菓子がある売店で、夕食後に「酒保開
ひら

け」となると、券と引換えて饅
まん

頭
じゅう

などを食

べることができたようです。しかし戸張さんの頃はそんなゆとりはなかったそうです。絵葉書がいつ頃まで作られたか

は不明ですが、全国から集まった予科練生が故郷への便りや土産品として利用していた可能性があります。 

昭和16年 12月８日に太平洋戦争がはじまりました。予科練生は約１～２年の基礎訓練の後、卒業して飛行練習生

教程（飛練教程）に進み、飛行練習航空隊で猛烈に厳しい飛行訓練を終えると、第一線の任務についていましたが、

戦争末期になると訓練期間は短くなり、なかには未習熟のままで戦地に行き、戦死された方もいました。明るい雰囲

気のある絵葉書は、予科練の広報的な役割も持っていたのでしょう。しかし実際の訓練とその後の運命は壮絶なもの

でした。                                                            （野田礼子） 

 

 

 

２０１８年度 秋季の展示資料解説④ 近代 

   

   

 

 

土浦海軍航空隊の絵葉書 
 

―予科練生の訓練風景― 
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中世史料調査での思い出話（その１） 

 

歴史は社会科学の一分野ですから、実証と論理を重んじます。実証に

必要なのが史料で、史料から歴史的真実を引き出す。その方法は論理的

でなければなりません。私が土浦市史の編さん事業に参加して間もなく

の頃、史料の扱いで忘れられない事例があります。 

それは『大日本史料』を調べている時でした。この史料集は、国家的

事業として編さんされた『日本書紀』を初めとする六国史に続くものと

して始まり、東京大学に史料編纂所が置かれてからはその事業となりま

した。明治から現在まで継続発刊する編年体の史書で、年月日順に事件

の要綱と史料を掲げるという体裁をとります。その第九編之六、永正

13(1516)年８月 24日の条に次の記事があります。 

「二十四日 癸
みずのと

酉
とり

、常陸小田政
まさ

治
はる

ノ代官菅
すげ

谷
のや

勝
かつ

貞
さだ

、若泉五郎左衛門ヲ同

国土浦城ニ攻メテ之ヲ切ル、是日足利高基
たかもと

之ヲ褒ス」 

これが事件の要綱で、永正 13年８月 24日に菅谷勝貞が土浦城を占領し、高基がこれに感状を与えた、と読め

ます。高基は永正９年から古河公
く

方
ぼう

です。しかし、私は小田氏家臣の菅谷氏が小さな土浦城を占領した位で、

公方が感状を出すだろうか、と疑問を感じました。根拠とされる史料を見てみましょう。 

資料①はこの時の感状の写で、氏治は政治の写し違いです。「馳せ参じ」とあるから、高基の居所に行った

のでしょう。当時高基は父政
まさ

氏
うじ

と争い、政治は高基側でした。勝貞は主君である政治の代わりに高基の下に出

向き、大いに働いたのでしょう。感状はその結果出されたものと見てよいでしょう。 

資料②の「菅谷伝記」は江戸時代に成立した戦記物で、史書というよりは伝承や文学に近く、内容には厳格

な検討を要しますが、ここには土浦城占領のことはありません。資料③④は小田氏の系譜です。これは江戸後

期の考証学者宮本元球（号茶村）の著作『常陸志料』の中に含まれています。「小田氏譜」には高基側につい

て活躍した事と土浦城攻略が併記され、「諸族譜」には土浦城攻略の事だけです。なお、「寛永諸家系図伝」に

載る菅谷氏の系譜が最古の資料と思われますが、それには土浦城占領の記事はあっても、年月日はありません。

『大日本史料』や系譜の二史料は、土浦城落城をこの「書上古文書」の日付に合わせたのではないでしょうか。

とすれば要綱の書き方は、相撲で言う「勇み足」でしょう。土浦落城の正確な年月日は不明というのがよさそ

うです。                             （市史編さん係非常勤職員 雨谷昭） 

市史編さんだより 

資
料
③
〔
小
田
氏
譜
〕 

（
前
略
）
永
正
十
三
年
八
月
、
遣

 

シ
二

菅
谷
勝
貞

 

ヲ
一 

撃

 

チ
二

足
利
政
氏

 

ノ

兵

 

ヲ
一

敗
や
ぶ
ル

レ

之

 

ヲ

、
先
レ

是

 

ヨ
リ

足
利
政 

氏
与 と

二

其
子
高
基
一

不
レ

善
よ
か
ら

、（
中
略
）
政
治
助

 

ク
二 

高
基

 

ヲ
一

、
是
月
勝
貞
又
攻

 

ム
二

土
浦
城

 

ヲ
一

、
殺

 

シ
二

城 

主
若
泉
五
郎
左
衛
門

 

ヲ
一

致

 

ス
二

其
城

 

ヲ 

政
治

 

ニ
一

、
政 

治
置

 

キ
二

信
太
治
部
少
輔

 

ヲ
一

守

 
 

ラ
シ
ム

レ

之

 

ヲ
一 

 

資
料
④
〔
諸
族
譜
〕
下
信
太
氏 

信
太
氏 

範
宗
（
中
略
）
菅
谷
隠
岐
守

 

モ

亦
我
同

族

 

ナ
リ

、
其 

子
有
二

勝
貞
一

、
与 と

二

土
浦
城
主
若
泉
五
郎
左 

衛
門
一

連
年
戦
争
、
永
正
十
三
年
八
月
、
遂

 

ニ 

攻

 

メ
テ

レ

城

 

ヲ

陥

 

お
と
ス

レ

之

 

ヲ 

資
料
①
〔
書
上
古
文
書
〕
七 

菅
谷
摂
津
守
勝

貞
拝
領
、
菅
谷
紀
八
郎
政
和
書
上 

為 し
テ

二

氏
（
政
）

治
代
官

 

ト
一

馳
参

 

セ 

ジ

、

抽

 

ぬ
き
ン
デ

二

粉
骨

 

ヲ
一

走
廻

 

リ 

リ

候 

条
、
神
妙
之
至

 

リ
二

候
、
於

 

テ
モ

二

向
後

 

ニ
一

別
而

 

シ

て

可

 

ク
レ

有

 

ル
二 

御
懇
切
一

候
也
、
被
レ

下
く
だ
サ

二

御
自
筆

 

ヲ
一

 （
脱
ア
ル

謹 カ
）

言 

 
 

永
正
十
三
年 

八
月
廿
四
日 

 
 
 

高
基
判 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

菅
谷
摂
津
守
殿 

 
 

 

資
料
②
〔
菅
谷
伝
記
〕 

（
前
略
）
爰
に
古
河
の
屋
形
よ
り
援
兵
を
乞
る 

ゝ
に
依
て
、
政
治
止
事
を
得
ず
出
張
し
、
援 

兵
を
出
し
、
佐
竹
と
も
合
戦
に
お
よ
ぶ
事
数 

度
也
、
然
る
に
永
正
十
三
壬

子

み
ず
の
え
ね

年
、
菅
谷
摂 

津
守
勝
貞
を
援
兵
と
し
て
指
出
す
、
勝
貞
士 

卒
を
励
、
粉
骨
を
尽
し
相
戦

 

フ

故
、
大
利
を

得

 

ル
ノ 

条
、
公
方
高
基
よ
り
感
状
を
賜 
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博物館の運営（3） 

当館は、土浦藩土屋家の居城であった土浦城跡に隣接しています。土浦城跡は本丸と二の丸の一部が茨城県

指定史跡となっており、本丸の櫓門が現存しています。本丸土塁上に復元された東櫓は、当館の付属展示施設

として内部を公開しています。当館は、歴史を重ねてきた土浦城跡と周辺地域に根ざした地域博物館です。 

今回は、この地域博物館としてふさわしい博物館運営について考えてみたいと思います。 

地域博物館は、地域に関わる資料（当館の場合は歴史・民俗資料）を収集し蓄積する施設で、これらの資料

は地域社会を豊かにする貴重な資源です。博物館に蓄積された資料は、その調査研究の成果を展示公開するこ

とで活用が図られます。展覧会の開催にあたり、当館は、地域に関わりの深いテーマにこだわってきました。

資源である資料を活用し、地域の活性化を促す拠点としての役割が博物館にあり、博物館運営の方向性の一点

はここにあるといえるでしょう。 

当館では、平成 19（2007）年のリニューアルオープン後の新たな目標のひとつに、地方自治体の一機関と

して、地域史研究の成果をまちづくりへの提言や協力につなげていくことを掲げています（「土浦市立博物館

の展示改装と新しい取組み」『土浦市立博物館紀要』第 18 号 2008 年）。 

 歴史的、文化的資源は、その地域の文化度の指標とも言えるものであり、地域の特性として発信する価値が

あります。現在、その土地を代表する特産品や工芸品などを「地域ブランド」と称して人気を呼んでいますが、

博物館が地域の伝統技術や行事などを資料に基づき検証することで、地域の特性とその稀少性を有功に活用で

きると考えます。 

 農家の「木綿織」や霞ヶ浦の「帆引き漁」の伝統技術、「郁文館の正門」や「土浦幼稚園の幼児教育」、「旧

茨城県立土浦中学校本館」などに通底する教育文化、「からかさ万灯」の仕掛け花火や「土浦全国花火競技大

会」にみられる伝統行事など、当館はこれまでこれらをテーマとして展覧会を開催してきました。いずれも

100 年を超える歴史と伝統が蓄積された資料です。先人が創出した文化に由来する地域の特性、つまり「地域

ブランド」を提言する意図を開催のねらいに込めてきました。 

 地域博物館の運営において留意すべきことは、博物館に対する市民の信頼と関心にあります。市民の信頼と

関心を高めるためにも、資料という名の埋もれた資源を掘り起こす作業が今後よりいっそう重要になってくる

ことでしょう。                                      （塩谷修） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域と博物館 
 

現存する旧制土浦中学校本館 

[明治 37（1904）年竣工・国指定重要文化財] 

土浦幼稚園に伝わる明治期の教材 

[土浦小学校附属幼稚園は明治 18（1885）年に開園] 
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「若き茶人に期すること」 

平成 19（2007）年より、土浦二高の茶道部は博物館展示ホ

ールにおいて呈茶を行っています。例年好評で、多くのお客

様を迎え菓子と一服の茶でもてなしをさせていただいており

ます。博物館の展示テーマに合わせた趣向で席をもうけ、さ

ほど堅苦しくない立
りゅう

礼
れい

の席は、茶道部の生徒の貴重な実践の

場ともなっています。高校入学を機に茶道を始めた初心者ば

かりですが、外部指導者である裏千家教授の先生の丁寧なご

指導のもと日々研
けん

鑽
さん

を重ね、一年も過ぎれば立ち居振る舞い

にも茶人としての雰囲気が身につくようになります。私も個

人的に茶道の稽古に励む者ですが、高校生がきびきびとした所
しょ

作
さ

で稽古をする姿はさわやかで、若い人ならで

はの美しさを感じます。茶道人口が減少している昨今ですが毎年何人もの新入生が入部し、旧制女学校の伝統

と格式を受け継いでいます。 

 さて、恒例となった呈茶の今年のテーマは「水に想いをよせて」。水都土浦をしのぶ素敵なテーマです。水

運で栄えた土浦の藩主土屋家は、大名茶人として名を馳せたと聞いております。博物館のご尽力で、散逸した

茶道具が里帰りをしていますが、そうした逸品を間近に鑑賞できるのも博物館探訪の楽しみの一つではないで

しょうか。茶の湯とのゆかりの深い施設で、若き茶人が日頃の稽古の成果を市民の皆様に披露し、それが茶の

文化に少しでも親しみを持っていただく機会になりましたら、これ以上のことはありません。 

                            （茨城県立土浦第二高等学校教諭 塚原久子） 

情報ライブラリー更新状況 

【2018・10・２現在の登録数】 

古写真    594 点（＋１） 

絵葉書   506 点（＋１） 

※（ ）内は 2018 年６月 30 日時点との比較で

す。展示ホールの情報ライブラリーコーナーで

は画像資料・歴史情報を順次追加・更新してお

ります。１ページでご紹介した古写真・絵葉書

もご覧いただけます。 

短信 
Kasumi-tansin 

霞（かすみ）     ２０１８年度 

秋季展示室だより（通巻第 44 号） 

編 集 ・ 発 行  土 浦 市 立 博 物 館  

茨 城 県 土 浦 市 中 央 １ － 1 5 － 1 8 

T E L  0 2 9 － 8 2 4 － 2 9 2 8 

F A X  0 2 9 － 8 2 4 － 9 4 2 3 

http://www.city.tsuchiura.lg.

jp/section.php？code=43  
１～５ページのタイトルバック（背景）は、

博物館２階庭園展示です。 

 

2018 年度秋季展示は、2018 年 10 月２日（火）～12月 27 日（木）となります。「霞」2018年度冬季展示室だ
より（通巻第45号）は2019 年１月５日（土）発行予定です。次回の来館もお待ちしております。 
  

  

  

 

コラム（44） ３年目を迎えた「戦争体験のお話をきく会」 

 今年はどなたにお願いできるだろうかと、やや不安な気持ちで計画

したお話会。幸いにも数年来の聞き取り調査への協力者である森玲子

さんと栗
くり

栖
す

恵子さんのご快諾を得、平成 30年８月 11日、「戦争体験の

お話をきく会」を開催することができました。 

お二人は、東京から土浦へ疎開した、当時 10 歳と 14 歳の少女でし

た。森さんには「土浦での学童疎開の体験について」、栗栖さんには「土

浦での疎開生活と勤労動員について」と題してお話いただきました。

「大変だったということ以上に、平和と自由が奪われない努力が必要

であることを知ってほしい」（森さん）、「今の日常生活が当たり前と思

わずに、自分の意見を言ってほしい、声を出してほしい」（栗栖さん）

と、戦時下の労苦にとどまらず、若い世代へのメッセージを力強い言

葉で語ってくださいました。 

「学校で習わないことを知ることができた」「体験した本人から聞け

てよかった」という参加者の声。本人が目の前で語る強み、その強さ

をいかに文字や音声、映像で残し伝えるか。あらためて考える時間と

もなりました。                   （野田礼子） 

「霞短信」コーナーでは、博物館活動に関わる方々の声やサー

クル活動記録などをお伝えしております。 

今号は、秋の恒例行事となった呈
てい

茶
ちゃ

に協力いただいている茨城

県立土浦第二高等学校茶道部の顧問 塚原久子先生に寄稿してい

ただきました。 

※展示室だより「霞」は、当館ホームページからもご覧になれます（カラー）。 

http://www.city.tsuchiura.lg.jp/section.php
http://www.city.tsuchiura.lg.jp/section.php

